
スズランの北海道内分布と生育環境(予報)

はじめに

北海道は広〈、個々の柄物の分;{fj資料は

不卜分であることが多い。最近、札幌市内

でまとまったスズランの主ヰ洛に出会えた。

この場所は原松次 (1992)編者「札幌の植

物 目録と分布表 Jの調査地以外であり、

全ての地区ではないが調査に同行した一人

として興味をもったことは言うまでもな

い。『札幌の植物」では漁岳、大谷地、東部

緑地、広島町、真駒内公園の 5カ所が分布

表に記載されており、大谷地、東部緑地の

2カ所は自己確認している。スズランは札

幌市の花であるが従来まとまった群落地は

報告されていなかった。これを契機に北海

道内におけるスズランの分布や生態を調べ

だしたが調べれば調べるほど不明な点が多

いことが判明した。筆者自身の各地を見た

印象と文献などから調べた結果を予報とし

て報告する。

1 .スズラン属の概説

スズランはユリ科スズラン属 (Col1val-

laria L.)に属し、学名は COl1vallariakeis-

kei Miqllelである。中井秀樹氏によれば、

I C. keiskeiは、 1867年(明治 10年)に発

表されているJ が何故か異名としての、 C

1IIaja!is vm'_ keiskei Miq.) MalulIoが長〈

使用きれていた。

スズランの属名 C011vallariaは「谷」を

意味するラテン話 (C01lval!is)からさてお
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り、英名は Uly01 tlze叩 lley(谷間のユリ)

である。別名にはキミカゲソウ(君影草)、

タニ7 ノヒメユリなどがある。また、スズ

ランはカキラン(ラン科)印刷ci1'stlllm 

belgii A. Gmyの別名でもある。

スズラン属は、大升・北村 (1983)によ

れば '4種、北半球のL世帯に分布するJ と

されているが全種を記載していない。

佐竹 (1989)では「北半球に数種、日本

に 1種ある J e記し、スズランとドイツス

ズランを列記している。

萩尾 (1994)では「ヨーロ yパ、アジア、

北アメリカに 3種が分布する」と記載して

いるが北アメリカ産の詳細|は見られない。

河野(1977)では「北半球の温帯に 3種

ある。アメリカスズラン、C. majllscltla 

G四 eJleは北アメリヵ:東部アパラチア山脈

一帯に生え、大型で、官は披針形で大きく、

雄しべの花糸は約より長いJ との記載が見

られる Iスズランの場合、花糸は約との長

きはほぼ同じと記載されており、約の色は

黄色である。 ドイツススランの場合は花糸

は恭部が淡紫色、約は淡緑色である」と整

理している o

その他の各種文献では、 2種類 (C.keis-

kei、C.majalisニスズラン、 ドイツスズラ

ン)で扱う場合も多く見られた。

松升i芋氏から入手した北米のリスト(出

典不明)では、 C.1II0lltalla Rafの記載が

ある。中井秀樹氏によれば、コーカサス産
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